
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

［第 3 グループ内の例会日］ 新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 
                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 1098 回(8 月 23 日)例会の記録  

 
点 鐘    佐藤圭司会長  
合 唱    我らの生業 

第２副ＳＡＡ 吉松会員 東会員 

 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 

３４名 ２７名 77.41％ 87.09％ 

 

 

  会長の時間         佐藤会長 

 

本日は新狭山ＲＣの会長

石田様と幹事小川様にお越

し頂いております。昨日は私

と幹事が新狭山ＲＣさんに

伺い、お世話になりました。

有難うございました。 

 今日は私の職業のスポーツマッサージから波及

して鍼とお灸の話をしたいと思います。 

鍼は一説によると中国で 4000年程前から始まり

中国から韓国に渡って 2000年程前に日本に入っ

てきたと言われています。 

鍼を打つと体が「怪我をしたのではないか？」と

受け取って、自分の体に備わっている体を治そう

とする防衛反応を刺激する働きをします。簡単に

言うと鍼は金属で異物です。金属を皮膚から生体

の中へ入れると、体が反応して色々なリンパ液や 

 

組織液が動いて鍼の周りに集まってきて、コリや

痛み、違和感等が解消されると言われています。 

鍼を刺すことによって脳からも痛みを止めようと

するエンドルフィン等、色々な物質が分泌される

ことが分かってきていますが、それがどの様に反

応していくかという事は、まだまだエビデンスが

足りなくて各所で研究している段階です。 

日本に渡ってから鍼は非常に進化しました。中国

のような大陸の人間の肌は荒いので、ポイントに

もよりますが太くて長い 30㎝位の針を臀部の筋

肉に刺しても、凄く痛がったり叫んだりする事は

ありません。ところが、島国であるイギリスや、

特に日本人の肌はきめが細かく、同じ事をすると

気絶してしまいます。よく若くて体の頑丈なラグ

ビーやサッカー選手の足首の内側、あるいは外側

から鍼を貫通させる実験をしましたが、一般の人

だと大体気絶してしまいます。 

色々な生理学者に聞いてもその辺は何故なのかよ

く分かっていないようで、食べ物や何万年も続く

人類の営みによって、農耕民族と狩猟民族の肌の

きめの細かさが違うのではないかといった説もあ

ります。 

オリンピックを観ていても、

やはり黒人の素晴らしい筋肉

と日本人の筋肉を比べると、

どうしても適わない所がある

なと思います。例えば、日本

人のバスケット選手は 1ｍ
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80c､1ｍ90cm､２ｍになると、大きいことは大きい

のですが、大陸の人から比べると大人と子供くら

いに、こんなにも違うのかという程運動能力が全

く違います。 

触ってみると皮膚も違って、大陸の人の皮膚は毛

が密なのに対して、日本人は非常にきめ細かい肌

をしています。そう言った面でも大陸から渡って

きた長くて太い鍼が、日本で細く製出されるよう

になっていきました。 

日本の鍼は管針という筒を使って、その中に鍼を

入れて“トントン”と静かに入れていきます。大

陸はというと、そのまま“ズボズボ”といった感

じです。この違いというのは全く分からない部分

なのですが、我々は経験と勘で施術していく中で

これからも面白い研究テーマが沢山あります。 

鍼の分野はまだまだ分からない世界です。ただ、

腰痛、膝痛、肩こり等、鍼を打つと非常に反応が

良くなり、効いているのが分かります。簡単に言

うと、自分で治そうとする力がそこに集まってく

るという事です。 

鍼は刺して生体の中に入れますが、それに対して

お灸はもぐさという植物を米粉大に小さくこねた

ものに火をつけて、熱刺激によって生体反応の治

そうとする力をその部分に集めます。 

鍼もお灸も薬と違って内臓にも悪影響が少なく、

副作用も非常に少ない。これからはもっともっと

医療の中に入ってくる分野だと思います。特にう

つ病や精神疾患、なんとなく分からないもやもや

感といったものに対して、鍼やお灸は大変良い結

果が出ております。 

机の上で理論的にはなかなか言えませんが、一生

懸命研究している所で、その先を行っている非常

に面白い鍼とお灸の世界だなと思います。患者さ

んからも質問されますが、理論は後から付いてく

るという様な世界ですから、最終的には分からな

い事でも、効くか効かないかは施術された本人が

一番分かる所だと思います。副

作用も少ないし、脈々と続いて

いる安全な治療法ですので、そ

ういった疾患のある方は是非、

鍼やお灸に掛かってみてくださ

い。面白いものだと思います。 

  幹事報告                益子幹事 

１．地区より 

 ・2016-2017年度地区大会のご案内 

   １日目 11月 5日(土) ﾎﾃﾙｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ 

    ２日目 11月 6日(日) 熊谷文化創造館 

              さくらめいと 

   ※11月 6日(日)の全体会議をスケジュール 

に記して皆さん参加してください。 

・Ｒ財団 100周年記念ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ大会のご案内 

９月２９(木) 登録受付 午前 6：30～ 

２．狭山市役所より 

 第４回『青少年を育てる狭山市民会議理事会』 

のご案内 9月 15日(木)19：00～中央公民館 

３．例会臨時変更 所沢東 RC 新所沢 RC 

 所沢中央 RC 

４．受贈会報 入間 RC 飯能 RC 所沢東 RC 

 所沢 RC 所沢西 RC 

５．回覧物  学友会ニュース ８月号 

       ハイライトよねやま １９７号 

ＡＡＲニュース ８月号 

日豪青年相互訪問団報告書 

 

  委員会報告    

R 情報・雑誌         小島副委員長 

【縦書】 

P.3 あなたの一言から始まる 

 Ｒクラブへの誘いは私たち自身

でしか出来ない贈り物と書かれて

おります。ご一読ください。 

P.8～15 ロータリー財団の歴史 

 100 周年を祝うロータリーの歴史が載っており

ますので、ご自分が入会した年に何があったのか

等、考えて頂けたらと思います。 

P.16 数字で見るロータリーの会員状況 

 2000 年を 100 としたグラフですが世界では会員

数が減らずに増えております。日本は徐々に減少

しており、この様なところから会員増強に皆様が

力を入れていらっしゃるのが分かる気が致します。

地区別の女性会員の割合については年々増えてい

ることが分かります。 
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P.18 ロータリーについてよく知らない人が大勢います 

 ロータリーの様々な取組み等が書かれています。 

P.20 地域社会にとってのクラブの価値を明らかにする 

 『ロータリーって何？』と聞かれたときに、私た

ちにはロータリーの魅力を明確に表し、説得力が

あり、一貫性のある答えがあります。『さまざまな

国、文化、職業のリーダーが集まり、アイデアを広

げ、世界中の地域社会のために行動しているのが

ロータリーです』このように私自身も胸を張って

言えるように日々精進しなければと思いながら読

みました。 

P.24～27 韓国で世界とつながろう 

 ソウル国際大の様子が書かれております。 

P.28～31 心は共に 

 熊本地震と東日本大震災の被災地に向けての支

援活動等が載っております。皆さん一生懸命支援

している様子が写真等で分かります。 

P.34 ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識 

 米山記念奨事業と言うのが日本独自の事業であ

るという事を遅ればせながらハッと気づきました。 

P.40～47 ロータリーがたちまち好きになる理由 

 ここには 10の項目が挙げられています。ご一読

して頂けるといいと思います。 

P.48～49 2016年規定審議会：クラブ運営に大幅な柔軟性 

 色々と変わってきた出席に関する柔軟性やＥク

ラブとＲクラブ、変更はいつ有効となるか等、2016

年 7 月 1 日から変更された柔軟になった項目等、

ご一読いただきご確認下さい。 

【横書】 

P.4～8 時代に向き合い人に寄り添う 

 創業 350 周年の歴史と現代表の岡谷さんの新た

なる挑戦、思いなどが書かれておりますのでご一

読ください。 

P.9～12 青少年育成への思いは柏原ＲＣのＤＮＡ 

 インターアクトクラブ、ローターアクトクラブ

に力を入れて積極的に若者と触れあい、次世代の

リーダー育成に励んでおられることが書かれてお

ります。 

P.13 モンゴルのフレーＲＣ来訪 

 昨年 11月 5日にモンゴルのフレーＲＣの方が会

長を含め 20名ほど名取ＲＣにいらしたという記事

がありました。私たちは年を越してモンゴルに行

きましたが、懐かしい顔が載っておりますのでご

覧ください。 

P.22～30 ロータリーアットワーク 

 国内の各ロータリーの取り組みが記事になって

おりますのでご一読ください。 

 

「外来卓話」・・・・・・・・ 

『子供が売られる問題について』 
かものはしプロジェクト 
        草薙 直基 様 

 
 我々は『世界の子供が売られる問題』を無くすた

めに日々活動しております。我々が扱っているの

は女の子たちの性的問題であるが故に、メディア

で発信するのではなく、年間 110 回の公演活動に

力を入れております。 
子供が売られる問題は、日本の中に於いてはあ

まり触れる機会がないと思います。例えば、最近自

分の隣の家の子供が売られてしまったらしいとい

うような話は普通聞きません。イメージを持ちず

らいと思いますので、女の子たちが売り飛ばされ

ている売春宿（2003 年 カンボジア）の映像を見

てこの問題の臨場感を共有していただくところか

ら始めたいと思います。 
売春宿は女の子たちが性的な行為を強要させられ

る場所です。この映像で仕事をさせられているの

は５歳と９歳の女の子です。ペトファイルという

児童性愛者がいるために、年齢が１ケタの子らが

被害に遭っている状況です。カンボジアの売春宿

で仕事をさせられていた隣の国のベトナム女の子

は、両親が働いているにもかかわらず十分な収入

が無いために、自分が出稼ぎに行った先で悪い仕

事の仲介業者に騙され、カフェではなく売春宿で

無理やり仕事をさせられていました。救出された

際に、一日の客は『Too many（多すぎて分からな

い）』と言っています。彼女らの一日の客は一人や

二人ではなく、10 人や 15 人を強引に取らされて

います。このような問題が世界には依然として存

在しており、我々かものはしプロジェクトはこれ

らを無くすために日々活動しております。 
映像に映っていたような被害に遭っている女の子



たちは、現在、統計上毎年 180 万人であると言わ

れています。年間 180 万人という数字を１分間あ

たりに換算すると３～４人です。同じ地球上のど

こかで１分間に３～４人の、主に女の子たちが被

害に遭っているわけです。 
我々がこの問題に特にフォーカスしているのは、

被害に遭った女の子たちの心と体を共に大きく傷

つける問題であるからです。彼女たちは望んで売

られている訳ではありません。騙されて連れてい

かれるため、最初は当然抵抗します。「うちに返し

てほしい」「お母さんに会いたい」と泣き叫びます。

すると客はお金を払っているので売春宿のオーナ

ーにクレームをつけます。オーナーは別室に女の

子を呼び寄せ暴行を繰り返し、恐怖心を植え付け

られた彼女らは徐々に客に対して抵抗できなくな

り、売春宿としては都合のいい状況になっていき

ます。その後、運よくレスキューされ村に戻ったと

しても、心も体もボロボロにされているために未

来に希望を持てず自殺したり、エイズ感染で死亡

する子もおります。 
これだけ深刻な社会問題を日本の一ＮＰＯ法人が

どういったアクションをして無くそうとしている

のか、我々の活動内容をお話ししたいと思います。

子供が売られるという社会問題は一つのビジネス

の形です。農村から出稼ぎに行った子供たちが騙

されて売春宿に売られ、商品として無理やり客に

体を売らされている。このビジネスモデルを壊せ

ば問題を無くすことが出来るのではと考え、活動

を始めました。大きく二つのアクションとして 
① 出稼ぎに行かなくていい状況をつくる 
② 売春宿のオーナーや客を自由にさせない 
この活動を最も状況が悪いカンボジアから 2002
年にスタートして、コミュニティファクトリー（井

草の雑貨商品を作る工房）の経営を貧しいカンボ

ジアの農村地帯で行っております。彼女らが何故

出稼ぎに行かなければならなかったかと言うと、

貧困という問題が根底にあります。家計が苦しい

家の母親や、10 代後半の被害に遭うリスクの高い

女性らがこの工房で働いて、収入を得ることで出

稼ぎに行かなくて済み、結果的に彼女らを守るこ

とになるというのがこのコミュニティの存在意義

になります。また、教育も重要であると考え、自立

できるように英語やクメール語の識字教育も行っ

ております。さらに、オーナーや客を自由にさせな

いためにカンボジアの法執行の整備に着手して、

具体的には現地の警察支援を行っております。カ

ンボジアという国の背景には元々ポルポト政権の

もと、知識層の大虐殺があったり、内戦が繰り返さ

れているなど、国費が殆ど軍事費に使われていて、

警察をトレーニングするだけの十分な資金がない

ため、警察の能力がどんどん落ちて日本とは比べ

物にならないほどです。彼らは法律が分からない

ので、何が悪いことなのかも判断できない警察が

多く存在し、多少法律を勉強した人でも取り押さ

え方が分からないので、悪いことをしている人を

見つけても対処の仕方が分からないのです。その

結果、売春宿のオーナーが悪事を働いているとい

う自覚がありながら、反面とても儲かるビジネス

という事もあり、捕まるリスクが殆どない、収益性

が高い美味しいビジネスとして運営が成り立って

しまい、売春宿が増えるという背景がありました。

我々はその部分にテコ入れをする必要があると考

え、警察を統括している内務省に何度も接触を試

みて信用を得、現地警察の能力向上に努めていま

す。法律を勉強する研修を定期的に行ったり、コネ

クションのある日本の警察の方を招いて一緒に実

技の研修を考えたり、そのプログラムの資金提供

を行ってきました。その結果、2001～2010 年の間

のカンボジア国内における性犯罪者の摘発数を大

きく伸ばすことに成功しています。実際、摘発数が

増えることで、抑止力が働くようになってきてお

ります。警察がしっかりとしてきているので、売春

宿のオーナーがこのまま続けていると自分も捕ま

ってしまうかもしれないと考え、ビジネスを止め

たり、また、新たな参入業者も抑えられ、この数字



に反比例するように被害に遭う女の子たちを減ら

す事に成功しています。 
我々かものはしプロジェクトのゴールはカンボジ

アだけでなく、世界中から子供が売られる問題を

無くすことですので、カンボジアが良くなってき

たのであれば、活動を続けつつ他の国にも着手す

る必要があると考え、2012 年からフィールドを広

げ、新しくインドで活動を始めました。インドを選

んだ理由は性産業に係った女性たちの社会復帰が

非常に困難な文化があるからです。インドは今だ

に女性蔑視が根強く残っていて、たとえそれが被

害者であったとしても、体が汚れた汚らしい“人”

ではなく“物”として扱われる風潮があります。例

えば、ある女の子が騙されて連れていかれた後、運

よく救出されて村に戻れたとしても、インドの場

合はここから第二の地獄が始まります。今まで仲

良かった人たちが急に離れていき、夜、寝込みを襲

われて暴行されたり、留守の間に家を燃やされて

しまう等、悪質な嫌がらせをされます。体が汚れた

者にこの村にいる場所はないから早く出ていけと

いう様な扱いを受けてしまいます。 
色々な国を調査したところ、南アジアのインドや

アフリカに被害者が多いことが分かってきました。

アフリカで被害に遭った女性たちは村に戻った後、

仕事に就いたり結婚したり、比較的社会復帰しや

すいのに対し、インドは非常に困難で精神的にボ

ロボロにされてしまう女の子たちが多く存在する

事が分かったので、インドにフォーカスを当てて

活動を始めています。インドでは女の子たちを誘

拐することを本業としているトラフィッカーとい

う人間たちが多数おりますが、その有罪判決率が

200 人中 1 人（0.5～1％）と著しく低いレベルで

トラフィッカーの不法地帯が出来上がっているの

で、我々はインド人が運営している現地 NGO と

パートナーシップを組んで、有罪判決率を上げる

活動を行っています。我々の願いとしては、皆さん

には是非、この問題を知った所から行動する所ま

で繋げて頂けると非常に有難いと思っております。

行動するということは特に難しい事ではなく、リ

ーフレットを他の方々に見せていただいて、世界

にはまだまだこういった問題があるらしいという

情報をシェアする事も立派なアクションの一つと

考えています。 
インドで１つの成果を出すためには、月々1000 円

からのサポーター会員の方が、最低でも 6000 名に

応援していただく必要があります。この 6000 名の

中の一人になって頂けると有難いと思います。 
日本国内ではまだこの様な問題をご存じない方の

方が圧倒的に多く、講演会を開く機会としてつな

がりのあるロータリークラブや社内講演等、本日

のような場を頂ければ有難いと思います。 
大変ディープな問題ですが、カンボジアで効果を

出したようにインドでも諦めずに活動すれば、必

ず結果が出せるとして行動しています。これから

も関心を持ち続けて頂けると有難いと思います。 
 
                       
     
 
新狭山 RC 会長：石田嵩様 幹事：小川正幸様 
    本年一年間お世話になります。宜しくお

願い致します。 
 
 
 
 
 
佐藤君 昨日の雨と風は大変でしたが、皆様のご

家庭はいかがでしたか。 
本日、外来卓話のかものはしプロジェク

トの草薙様、青山様、川口様、ようこそお

越しくださいました。また、新狭山ＲＣ 

会長石田様、幹事小川様もご苦労様です。

一年間宜しくお願い致します。 



益子君 新狭山ＲＣ会長 石田様、幹事 小川様 

ようこそいらっしゃいました。 
    かものはしプロジェクト草薙様、本日の

卓話宜しくお願いします。 
江原君 新狭山ＲＣ石田会長、小川幹事、本日はよ

うこそお出で下さいました。今後共宜し

くお願い致します。また、かものはしプロ

ジェクトの皆様、本日の卓話の時間を宜

しくお願い致します。 
浜野君 申し訳ありません。早退させて頂きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 次の例会 

9 月６日(火) 12：30～13：30 

第２副 SAA： 浜野君 稲見君 

会 員 卓 話： 若松会員 

 


